
昭和５２年卒 
学科  氏  名 . 

電工  荒川  裕明 

建築  荒木  賢吉 

電工  石川  康広 

電工  宇田川  毅 

電通  岡部  勉 

建築  岡本  哲夫 

電通  君塚  純 

建築  熊谷  政行 

建築  小泉  正巳 

機械  小林  良夫 

機械  新藤  健二 

電通  高橋  康夫 

応化  二井  義光 

電通  米原  隆夫 

予選レース直後（早稲田大学艇庫前の船台にて） 

スタート地点に向かうジュニアエイトクルー 

昭和49年秋 全日本ジュニア選手権 エイト 

Ｂ         小泉          6番    二井 
2番    高橋          7番    小林 

3番    岡部          Ｓ      斉藤 

4番    田沼 

5番    宇田川        Ｃｏｘ   岡本 

乗艇後のミーティング 

大枝コーチの辛辣な指摘にうなだれる7番小林 

「そんな穿った見方をしなくても」と食って掛かった6番ニ井 



昭和５０年 インカレ対校エイト 

Ｃｏｘ：岡本 Ｓ：江本 ７番：小林 6番：二井 ５番：新藤 ４番：荒木 ３番：米原 ２番：中山 Ｂ：西川 

昭和４９年 ジュニア フォア 

Ｃｏｘ：石川 Ｓ：荒木 ３番：新藤 ２番：熊谷 Ｂ：米原 

第２０回相模湖レガッタ 

Ｃｏｘ：荒川 Ｓ：熊谷 ３番：小泉 ２番：宇田川 Ｂ：石川 

昭和５０年 対校エイト 戸田レガッタ出漕 

平成１０年度 ＯＢ総会参上 

高橋,岡本,新藤,小泉,小林,君塚,熊谷,荒川 

昭和５０年夏 新人合宿（福島荻野）当時３年生  



昭和５２年卒のメンバー紹介 
卒業２５周年旅行より 東丹沢温泉と大山参り 
平成14年11月2日,3日 田月旅館にて 

昭和５２年卒メンバー紹介 

  

 過去に会社が悲しい事になったが、本人だけは立ち直り、今はとりあえず元気です。次男の柔道の試合となると、恥ず

かしながらも、熱くなって手に汗握る荒川が、５２年卒メンバーの紹介を致します。 

 

 最近会社が悲しい事になってしまったが、良く似た４人のサッカー少年達のパパ、よく言えば中途半端嫌い、悪く言うと

融通のきかない荒木くん。今後はゴルフもほどほどにね。 

 

 ５０歳にもなるのに１３０キロのベンチプレスを上げる人ってフツー居る？ 当時、よくクラシックを鼻歌で歌っていたのを聞

いた事がある、ピアニスト商社マン、二井くん。 

 

 馬のように食うという格言は熊谷くんの食う姿で知ったが、学生当時は彼が食っていたのでなく彼の回虫が食っていたら

しい。その証拠に今は横に大きくなってしまった。 

 

 逆三角の上半身が、当時流行りの映画俳優に似ていたためドラゴンと呼ばれた。その端正な顔と肉体は今もほとんど

変わらない。ちょこちょこ歩く短足も変わらない、ドラゴンこと高橋くん。 

 

 なんとなく投げやりな態度、練習嫌いでのんびり屋、そのくせ意外としぶとい、実は努力の人。３人娘のパパとなったテレビ

小僧、小林少年。ＯＢ会を引っ張ってんのやて。 

 

 艇の上で君塚くんを見た記憶はほとんど無いのだけど、畳に胡座をかいて飲んでいる姿、よたよた歩く後ろ姿、がすぐに浮

かんでしまうのは、私だけかしら。今は相当な仕事人になっているらしい。 

  

 アメフトの選手、コーチを退き、今はチアリーダーと応援を共にし、人生をエンジョイしている。苦しいんでるのか楽しんでる

のか、怒っているのか悲しんでいるのか、ほとんど外見から区別出来ない岡部くん。 



昭和５２年卒 編集責任 高橋、小泉、小林 

昭和５２年卒メンバー紹介 

  

 俺、調べたんだよ、が口癖。緻密な計画と飽くなき探究心そして好奇心。冷静で論理的思考のもと、トコトン突っ走

るゴリラ、いや強い体力の持ち主。しかし、走りすぎて最近過労で倒れた事があるコメ原くんこと米原くん。 

 

 簡単な事でもかなり理屈っぽく考える。難問も少しづつ解きほぐし解決してゆく哲学肌、の時も有るけど、普通は易

きに流され諦める。栃木へ引っ込んでからなかなか都心へ戻れなくなった石川くん。 

 

 声を嗄らすCOXの声、もくもくと走る後ろ姿は今も目に焼きついている。寡黙な努力家岡本くん無しに我々のエイトは

語れない。１００キロマラソンもやるんやて。建築基準かなんかを女子大でも教えてるらしい。 

 

 新宿の飲み屋で、新藤くんの一睨みでやっちゃんがびびったという話を小林少年から聞いた事がある。いかつい顔

と均整のとれた巨体は当時から変わらない。実は、気が弱く、やさしく、気前もいい。 

 

 マラソンやったり、カヌー乗ったり、乗馬をしたり、女の子を口説いたり、と趣味は広く、体力もまだかなり残っている。髪

の毛はすっかり白くなったが体形は当時と変わらない白馬の騎士、ウダチャンこと宇田川くん。 

  

 首に手ぬぐい、ちょっとがに股、根っからの現場監督、小泉くん。実は六つ子だったらしく、数多くの５２年卒に意外な

場所で目撃されてしまう。因みに双子のパパさん。 

 

①宴会の夜が明け田月旅館前にて ②ケーブルカーにて大山中腹へ ③大山神社下社へ参拝する岡部君 

④大山頂上登山口、いよいよ山登りへ ⑤山登り前のひと時 ⑥苦闘の末に大山制覇、山頂にて 

⑧下山途中で一服中 ⑨無事下社へ帰還、茶店の休憩を終⑦大山山頂より関東平野を一望 


